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(57)【要約】
【課題】記憶しているコンテンツに反映される嗜好に応
じたインターネット上、または自装置内のコンテンツを
簡単に検索して利用する。
【解決手段】選択部８４は、選択されたコンテンツに関
連付けられている複数の関連情報から、１つの関連情報
を選択する。検索部９３は、選択された関連情報である
選択関連情報を検索語句として、選択されたコンテンツ
に関係する関係コンテンツを検索する。関連付け部８６
は、選択関連情報を介して、選択されたコンテンツと関
係コンテンツとを関連付ける。本発明は、デジタルメデ
ィアプレーヤに適用できる。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　選択されたコンテンツに関連付けられている複数の関連情報から、１つの関連情報を選
択する選択手段と、
　前記選択手段により選択された上記関連情報である選択関連情報を検索語句として、上
記選択されたコンテンツに関係する関係コンテンツを検索する検索手段と、
　上記選択関連情報を介して、上記選択されたコンテンツと上記関係コンテンツとを関連
付ける関連付け手段と
　を有することを特徴とする情報処理装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の情報処理装置において、
　前記選択手段は、前記関係コンテンツの種類を選択し、
　前記検索手段は、選択された種類の前記関係コンテンツを検索する
　ことを特徴とする情報処理装置。
【請求項３】
　請求項１に記載の情報処理装置において、
　前記検索手段は、前記複数の関連情報のうち、前記複数の関連情報のそれぞれに関連付
けされている前記選択されたコンテンツまたは前記関係コンテンツの数が最も多い前記選
択関連情報を検索語句として、前記関係コンテンツを検索する
　ことを特徴とする情報処理装置。
【請求項４】
　請求項３に記載の情報処理装置において、
　前記検索手段は、前記選択関連情報と、現在位置を示す位置情報とを検索語句として、
コンテンツを検索する
　ことを特徴とする情報処理装置。
【請求項５】
　請求項１に記載の情報処理装置において、
　前記選択手段は、前記選択されたコンテンツとして再生されている再生中コンテンツに
関連付けられている前記関連情報を選択する
　ことを特徴とする情報処理装置。
【請求項６】
　請求項１から請求項５のいずれか１項記載の情報処理装置において、
　前記検索手段は、前記選択手段により選択された上記関連情報である選択関連情報を検
索語句として、ネットワークを介して前記選択されたコンテンツに関係する関係コンテン
ツを検索することを特徴とする情報処理装置。
【請求項７】
　請求項１から請求項５のいずれか１項記載の情報処理装置において、
　関連データベースを有し、
　前記検索手段は、関連データベースを参照して前記選択されたコンテンツに関係する関
係コンテンツを検索することを特徴とする情報処理装置。
【請求項８】
　コンテンツを記憶している情報処理装置の情報処理方法において、
　上記コンテンツのうち選択されたコンテンツに関連付けられている複数の関連情報から
、１つの関連情報を選択する選択ステップと、
　選択された上記関連情報である選択関連情報を検索語句として、上記選択されたコンテ
ンツに関係する関係コンテンツを検索する検索ステップと、
　上記選択関連情報を介して、上記選択されたコンテンツと上記関係コンテンツとを関連
付ける関連付けステップと
　を含むことを特徴とする情報処理方法。
【請求項９】
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　コンテンツを記憶している情報処理装置のコンピュータに情報処理を行わせるプログラ
ムにおいて、
　上記コンテンツのうち選択されたコンテンツに関連付けられている複数の関連情報から
、１つの関連情報を選択する選択ステップと、
　選択された上記関連情報である選択関連情報を検索語句として、上記選択されたコンテ
ンツに関係する関係コンテンツを検索する検索ステップと、
　上記選択関連情報を介して、上記選択されたコンテンツと上記関係コンテンツとを関連
付ける関連付けステップと
　を含む情報処理を行わせるプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、情報処理装置および情報処理方法、並びにプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、携帯電話機やデジタルオーディオプレーヤ（ＤＡＰ：digital　audio　player）
、デジタルメディアプレーヤ（ＤＭＰ：digital　media　player）などのモバイル端末装
置において、利用者の好きな音楽や、動画、写真を持ち歩く利用スタイルが一般的になっ
た。また、インターネット上には、音楽や動画、写真、辞書、百科事典などのコンテンツ
が存在し、その数や種類は近年急速に増加している。
【０００３】
　そういった状況の中で、携帯電話機やスマートフォン、ＰＤＡ（personal　digital　a
ssistant）（携帯情報端末機）などを利用することにより、利用者は音楽を始めとする自
分の好みのコンテンツを持ち歩きつつ、ＩＴＵ（international　telecommunication　un
ion）（国際電気通信連合）によって定められたＩＭＴ（international　mobile　teleco
mmunication）－２０００標準に準拠した第３世代の携帯電話方式、いわゆる３Ｇの携帯
電話方式の伝送回線またはＬＡＮ（local　area　network）などのネットワークを介して
インターネット上のコンテンツも利用することが可能である。
【０００４】
　従来は、コンテンツの属性を示すコンテンツ属性データと、コンテンツ属性データによ
って識別される複数のコンテンツ間の関係を示す関係属性データとから構成されるコンテ
キストデータをコンピュータネットワークから収集し、コンテキストデータのうち所定内
容の関係属性データを含むコンテキストデータからコンテンツ属性データを抽出してリス
ト表示し、リスト上のコンテンツ属性データ間の関係を示す文字又は図形を収集したコン
テキストデータ中の所定内容が記述されていない関係属性データに基づいて作成してコン
テンツ属性データ間に重ねて表示するようにしているものもある（例えば、特許文献１参
照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００３－９９４６６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、利用者が端末装置に入れている音楽などのコンテンツに関する情報と、
インターネット等のネットワーク上のコンテンツとは独立していた。また、当該端末装置
内に入れている音楽、動画、または静止画などの種類の異なるコンテンツの間でもお互い
に独立していた。そのため、端末装置に入っているコンテンツに強く反映するであろう利
用者の嗜好が、ネットワーク経由または当該端末装置内での検索および取得する際のコン
テンツに反映されることはなかった。
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【０００７】
　そこで、本発明は、上記課題を解決すること、すなわち、記憶しているコンテンツに反
映される嗜好に応じたネットワーク上の、または装置内のコンテンツを簡単に検索して利
用する情報処理装置および情報処理方法、並びにプログラムを提供することを目的とする
。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記課題を解決するために、本発明の情報処理装置の一側面は、選択されたコンテンツ
に関連付けられている複数の関連情報から、１つの関連情報を選択する選択手段と、選択
手段により選択された関連情報である選択関連情報を検索語句として、選択されたコンテ
ンツに関係する関係コンテンツを検索する検索手段と、選択関連情報を介して、選択され
たコンテンツと関係コンテンツとを関連付ける関連付け手段とを有するものとされている
。
【０００９】
　また、本発明の情報処理装置の一側面は、上述の構成に加えて、選択手段が、関係コン
テンツの種類を選択し、検索手段が、選択された種類の関係コンテンツを検索するものと
されている。
【００１０】
　さらに、本発明の情報処理装置の一側面は、上述の構成に加えて、検索手段は、複数の
関連情報のうち、複数の関連情報のそれぞれに関連付けされている選択されたコンテンツ
または関係コンテンツの数が最も多い選択関連情報を検索語句として、関係コンテンツを
検索するものとされている。
【００１１】
　また、本発明の情報処理装置の一側面は、上述の構成に加えて、検索手段は、選択関連
情報と、現在位置を示す位置情報とを検索語句として、コンテンツを検索するものとされ
ている。
【００１２】
　さらにまた、本発明の情報処理装置の一側面は、上述の構成に加えて、選択手段は、選
択されたコンテンツとして再生されている再生中コンテンツに関連付けられている関連情
報を選択するものとされている。
【００１３】
　また、本発明の情報処理装置の一側面は、上述の構成に加えて、検索手段は、選択手段
により選択された関連情報である選択関連情報を検索語句として、ネットワークを介して
選択されたコンテンツに関係する関係コンテンツを検索するものとされている。
【００１４】
　また、本発明の情報処理装置の一側面は、上述の構成に加えて、関連データベースを有
し、検索手段は、関連データベースを参照して選択されたコンテンツに関係する関係コン
テンツを検索するものとされている。
【００１５】
　また、本発明の情報処理方法の一側面は、コンテンツのうち選択されたコンテンツに関
連付けられている複数の関連情報から、１つの関連情報を選択する選択ステップと、選択
された関連情報である選択関連情報を検索語句として、選択されたコンテンツに関係する
関係コンテンツを検索する検索ステップと、選択関連情報を介して、選択されたコンテン
ツと関係コンテンツとを関連付ける関連付けステップとを含むものとされている。
【００１６】
　さらに、本発明のプログラムの一側面は、コンピュータに、コンテンツのうち選択され
たコンテンツに関連付けられている複数の関連情報から、１つの関連情報を選択する選択
ステップと、選択された関連情報である選択関連情報を検索語句として、選択されたコン
テンツに関係する関係コンテンツを検索する検索ステップと、選択関連情報を介して、選
択されたコンテンツと関係コンテンツとを関連付ける関連付けステップとを含む処理を行
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わせるものとされている。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明の一側面によれば、記憶しているコンテンツに反映される嗜好に応じたネットワ
ーク上の、または装置内のコンテンツを簡単に検索して利用する情報処理装置および情報
処理方法、並びにプログラムを提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明の実施例１に係る情報処理装置のＤＭＰ１１を含む情報処理システムの構
成例を示す図である。
【図２】ＤＭＰ１１のハードウェアの構成例を示すブロック図である。
【図３】ＤＭＰ１１によって実現される機能の構成の例を示すブロック図である。
【図４】ＤＭＰ１１の関連付けの処理を説明するフローチャートである。
【図５】ＤＭＰ１１の関連付けの処理を説明するフローチャートである。
【図６】ＤＭＰ１１の表示の例を示す図である。
【図７】ＤＭＰ１１の表示の例を示す図である。
【図８】ＤＭＰ１１の表示および関連付けの例を示す図である。
【図９】ＤＭＰ１１の表示および関連付けの例を示す図である。
【図１０】ＤＭＰ１１の表示および関連付けの例を示す図である。
【図１１】ＤＭＰ１１の表示および関連付けの例を示す図である。
【図１２】関連付けの例を示す図である。
【図１３】検索の処理を説明するフローチャートである。
【図１４】ＤＭＰ１１の表示および関連付けの例を示す図である。
【図１５】ＤＭＰ１１の表示の例を示す図である。
【図１６】ＤＭＰ１１の表示および関連付けの例を示す図である。
【図１７】ＤＭＰ１１の表示および関連付けの例を示す図である。
【図１８】本発明の実施例２に係る情報処理装置のＤＭＰ１１Ａによって実現される機能
の構成例を示すブロック図である。
【図１９】ＤＭＰ１１Ａの関連付けの処理を説明するフローチャートである。
【図２０】ＤＭＰ１１Ａの表示および関連付けの例を示す図である。
【図２１】ＤＭＰ１１Ａの表示および関連付けの例を示す図である。
【図２２】ＤＭＰ１１Ａの表示および関連付けの例を示す図である。
【図２３】ＤＭＰ１１Ａの表示および関連付けの例を示す図である。
【図２４】ＤＭＰ１１Ａの表示および関連付けの例を示す図である。
【図２５】ＤＭＰ１１Ａの表示および関連付けの例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下、本発明の実施例に係る情報処理装置について、図１～図２５を参照しながら説明
する。
【実施例１】
【００２０】
　図１は、本発明の実施例１に係る情報処理装置のデジタルメディアプレーヤ１１（以下
、ＤＭＰ１１と称する）を含む情報処理システムの構成の例を示す図である。ＤＭＰ１１
は、フラッシュメモリやハードディスクなどの内蔵しているメモリに、音楽、動画、写真
などのコンテンツを記憶し、記憶しているコンテンツを再生する。また、ＤＭＰ１１は、
インターネット１２を介して、Ｗｅｂサーバ１３－１またはＷｅｂサーバ１３－２にアク
セスして、Ｗｅｂサーバ１３－１またはＷｅｂサーバ１３－２から各種のコンテンツを検
索し、取得する。
【００２１】
　図２は、後述する一連の処理をプログラムにより実行するコンピュータとしてのＤＭＰ
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１１のハードウェアの構成例を示すブロック図である。
【００２２】
　ＤＭＰ１１において、ＣＰＵ（Central　Processing　Unit）５１，ＲＯＭ（Read　Onl
y　Memory）５２，ＲＡＭ（Random　Access　Memory）５３は、バス５４により相互に接
続されている。
【００２３】
　バス５４には、さらに、入出力インターフェース５５が接続されている。入出力インタ
ーフェース５５には、ボタンやダイヤル、タッチパネル、ＧＰＳ（global　positioning
　system）受信機などよりなる入力部５６、ディスプレイ、スピーカなどよりなる出力部
５７、ハードディスクや不揮発性のメモリなどよりなる記憶部５８、Wi-Fi　Alliance　
によって認証された無線ネットワークインタフェースなどよりなる通信部５９、磁気ディ
スク、光ディスク、光磁気ディスク、或いは半導体メモリなどのリムーバブルメディア６
１を駆動するドライブ６０が接続されている。
【００２４】
　以上のように構成されるコンピュータであるＤＭＰ１１では、ＣＰＵ５１が、例えば、
記憶部５８に記憶されているプログラムを、入出力インターフェース５５及びバス５４を
介して、ＲＡＭ５３にロードして実行することにより、上述した一連の処理が行われる。
【００２５】
　ＤＭＰ１１（ＣＰＵ５１）が実行するプログラムは、例えば、磁気ディスク（フレキシ
ブルディスクを含む）、光ディスク（ＣＤ-ＲＯＭ：Compact　Disc-Read　Only　Memory
）,ＤＶＤ(Digital　Versatile　Disc)等）、光磁気ディスク、もしくは半導体メモリな
どよりなるパッケージメディアであるリムーバブルメディア６１に記録して、あるいは、
ローカルエリアネットワーク、インターネット１２、デジタル衛星放送といった、有線ま
たは無線の伝送媒体を介して提供される。
【００２６】
　そして、プログラムは、リムーバブルメディア６１をドライブ６０に装着することによ
り、入出力インターフェース５５を介して、記憶部５８に記憶することで、ＤＭＰ１１に
インストールすることができる。また、プログラムは、有線または無線の伝送媒体を介し
て、通信部５９で受信し、記憶部５８に記憶することで、ＤＭＰ１１にインストールする
ことができる。その他、プログラムは、ＲＯＭ５２や記憶部５８にあらかじめ記憶してお
くことで、ＤＭＰ１１にあらかじめインストールしておくことができる。
【００２７】
　図３は、プログラムを実行するＤＭＰ１１によって実現される機能の構成の例を示すブ
ロック図である。ＤＭＰ１１がプログラムにより実行することにより、再生制御部８１、
キーワード抽出部８２、表示制御部８３、選択部８４、Ｗｅｂブラウザ機能８５、関連付
け部８６、関連データベース８７、嗜好キーワード選択部８８、およびＧＰＳ受信処理部
８９が実現される。再生制御部８１は、記憶部５８またはリムーバブルメディア６１に記
憶されている、音楽、動画、写真などのコンテンツの再生を制御する。なお、パーソナル
コンピュータを介すなどして、ＤＭＰ１１に転送されたコンテンツが、記憶部５８または
リムーバブルメディア６１に記憶されている。
【００２８】
　キーワード抽出部８２は、音楽が再生されている場合、その音楽についての、タイトル
、曲名、演奏者名、作曲者名、リリース年、または歌詞などのアルバム情報を抽出するな
どして、コンテンツに関係するキーワードを抽出する。キーワードは、コンテンツのメタ
データなど、コンテンツに関する関連情報の一例である。表示制御部８３は、抽出された
キーワードのリストをディスプレイである出力部５７に表示させる。選択部８４は、利用
者の指示に応じてキーワードを選択し、または利用者の指示に応じてコンテンツの種類を
選択する。コンテンツの種類とは、コンテンツの方式やコンテンツの形態をいう。例えば
、コンテンツの種類として、動画、事典（百科事典を含む）、地図、音楽、写真、または
辞書などが挙げられる。
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【００２９】
　選択部８４は、キーワード選択部９１およびコンテンツ種類選択部９２を含む。キーワ
ード選択部９１は、ボタンやダイヤル、タッチパッドなどよりなる入力部５６への利用者
の操作に応じた、入力部５６からの信号を取得することにより、リストとして表示されて
いるキーワードから、利用者の指示に応じたキーワードを選択する。コンテンツ種類選択
部９２は、ボタンやダイヤル、タッチパッドなどよりなる入力部５６への利用者の操作に
応じた、入力部５６からの信号を取得することにより、コンテンツの種類を選択する。
【００３０】
　Ｗｅｂブラウザ機能８５は、ＷＷＷ（world wide Ｗｅｂ）システムを使ってインター
ネット１２上で公開されている文書、いわゆる、Ｗｅｂページを閲覧する機能である。Ｗ
ｅｂブラウザ機能８５は、検索部９３を含む。検索部９３は、インターネット１２を介し
て、記憶しているコンテンツに関係するコンテンツであって、Ｗｅｂページで公開されて
いるコンテンツを検索する。なお、検索部９３は、いわゆるサーバサイドスクリプトによ
り実現するようにしてもよい。
【００３１】
　関連付け部８６は、選択されたキーワードを介して、記憶しているコンテンツと検索さ
れたコンテンツとを関連付ける。関連データベース８７は、記憶しているコンテンツと検
索されたコンテンツとの関連付けを示すデータを格納する。
【００３２】
　例えば、関連付け部８６は、関連データベース８７に、記憶しているコンテンツと検索
されたコンテンツとキーワードとの関連付けを示すポインタを格納させることにより、記
憶しているコンテンツと検索されたコンテンツとキーワードとを関係付ける。例えば、関
連付け部８６は、関連データベース８７に、キーワードに対応させて、記憶しているコン
テンツを特定するＩＤと検索されたコンテンツを特定するＩＤとを格納させることにより
、記憶しているコンテンツと検索されたコンテンツとキーワードとを関係付ける。
【００３３】
　なお、関連付け部８６は、記憶しているコンテンツと検索されたコンテンツのそれぞれ
のヘッダなどにキーワードを格納することにより、選択されたキーワードを介して、記憶
しているコンテンツと検索されたコンテンツとを関連付けるようにしてもよい。
【００３４】
　嗜好キーワード選択部８８は、関連データベース８７に格納されている、記憶している
コンテンツと検索されたコンテンツとの関連付けを示すデータを参照にして、関連付けら
れているコンテンツの数の最も多いキーワードを選択する。ＧＰＳ受信処理部８９は、Ｇ
ＰＳ受信機である入力部５６で受信した、ＧＰＳ衛星からの信号から、現在位置を求める
。
【００３５】
　次に、図４および図５のフローチャートを参照して、関連付けの処理を説明する。ステ
ップＳ１１において、再生制御部８１は、記憶部５８またはリムーバブルメディア６１に
記憶されているコンテンツの一例である音楽の再生を開始させる。例えば、図６に示され
るように、ディスプレイである出力部５７に表示されている音楽の再生を指示するアイコ
ン、動画の再生を指示するアイコン、および写真の表示を指示するアイコンのうち、利用
者がタッチパネルである入力部５６を操作して、音楽の再生を指示するアイコンにタッチ
することにより、再生制御部８１は、記憶部５８に記憶されている音楽の再生を開始させ
る。
【００３６】
　ステップＳ１２において、選択部８４は、入力部５６からの信号を参照して、入力部５
６のボタンが利用者により押圧されたか否かを判定する。ステップＳ１２において、入力
部５６のボタンが押圧されたと判定された場合、手続はステップＳ１３に進み、キーワー
ド抽出部８２は、再生されている音楽のアルバム情報から、タイトル、曲名、演奏者名、
作曲者名、リリース年、または歌詞などのキーワードを抽出する。
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【００３７】
　ステップＳ１４において、表示制御部８３は、抽出されたキーワードのリストをディス
プレイである出力部５７に表示させる。ステップＳ１５において、選択部８４のキーワー
ド選択部９１は、タッチパネルである入力部５６を操作する利用者から入力された、キー
ワードの選択の指示を受け付け、表示されているキーワードのリストの中からキーワード
を選択する。
【００３８】
　ステップＳ１６において、選択部８４のコンテンツ種類選択部９２は、タッチパネルで
ある入力部５６を操作する利用者から入力された、コンテンツの種類の選択の指示を受け
付け、表示されているアイコンによって指示されたコンテンツの種類を選択する。
【００３９】
　例えば、図７に示されるように、「カウルの動く城　サウンドトラック」である音楽が
再生されている場合、入力部５６のボタンが押圧されると、ＤＭＰ１１は、ディスプレイ
である出力部５７に、アルバム情報から抽出したキーワードである、「万石譲」、「半賞
智恵子」、「新世界フィルハーモニー交響楽団」を含むリストを表示させる。利用者がタ
ッチパネルである入力部５６を操作して、「万石譲」であるキーワードの部分にタッチす
ると、選択部８４のキーワード選択部９１は、「万石譲」であるキーワードを選択する。
また、動画の選択を指示するアイコン、写真の選択を指示するアイコン、および事典の選
択を指示するアイコンのうち、利用者がタッチパネルである入力部５６を操作して、事典
の選択を指示するアイコンにタッチすることにより、選択部８４のコンテンツ種類選択部
９２は、コンテンツの種類として、事典を選択する。
【００４０】
　ステップＳ１７において、Ｗｅｂブラウザ機能８５の検索部９３は、選択されたコンテ
ンツの種類を対象に、選択されたキーワードでインターネット１２上のサイトを検索する
。すなわち、検索部９３は、選択されたキーワードを検索語句として、インターネット１
２を介して、Ｗｅｂサーバ１３－１およびＷｅｂサーバ１３－２から、再生されている音
楽に関連するコンテンツを検索する。ステップＳ１８において、Ｗｅｂブラウザ機能８５
は、Ｗｅｂサーバ１３－１またはＷｅｂサーバ１３－２から、検索されたコンテンツをダ
ウンロードすることにより取得する。ステップＳ１９において、関連付け部８６は、取得
したコンテンツを選択されたキーワードを介して再生している音楽に関連付ける。すなわ
ち、関連付け部８６は、キーワードを介して、取得したコンテンツと再生されている音楽
とを関連付ける。関連付け部８６は、関連データベース８７に、音楽とキーワードと取得
したコンテンツとの関連付けを示すデータを格納させる。
【００４１】
　例えば、図８の左側に示されるように、コンテンツの種類として、動画が選択された場
合、Ｗｅｂブラウザ機能８５の検索部９３は、ＹｏｕＴｕｂｅ（商標）をはじめとする動
画を提供するサイトにアクセスして、キーワードに関連する動画を検索する。キーワード
として「万石譲」が選択され、コンテンツの種類として、動画が選択された場合、Ｗｅｂ
ブラウザ機能８５の検索部９３は、ＹｏｕＴｕｂｅ（商標）をはじめとする動画を提供す
るサイトにアクセスして、提供されている動画のうち、「万石譲」の動画を検索する。そ
して、Ｗｅｂブラウザ機能８５は、「万石譲」の動画をダウンロードすることにより取得
し、図８の右側に示されるように、関連付け部８６は、キーワード「万石譲」を介して、
「万石譲」の動画と「カウルの動く城　サウンドトラック」である音楽とを関連付ける。
関連データベース８７は、キーワード「万石譲」と「万石譲」の動画と「カウルの動く城
　サウンドトラック」である音楽との関連付けを示すデータを格納する。このようにして
、ＤＭＰ１１では、「カウルの動く城　サウンドトラック」である音楽と「万石譲」の動
画とが、「万石譲」であるキーワードを介して関連付けされることになる。
【００４２】
　ステップＳ２０において、Ｗｅｂブラウザ機能８５は、ステップＳ１８の処理で取得し
たコンテンツが百科事典であるか否かを判定する。ステップＳ２０において、取得したコ
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ンテンツが百科事典であると判定された場合、ステップＳ２１に進み、Ｗｅｂブラウザ機
能８５は、表示制御部８３に、取得した百科事典の表示を指示する。表示制御部８３は、
ディスプレイである出力部５７に百科事典を表示させる。ステップＳ２２において、選択
部８４は、入力部５６からの信号を参照して、入力部５６のボタンが利用者により押圧さ
れたか否かを判定する。ステップＳ２２において、入力部５６のボタンが押圧されたと判
定された場合、手続はステップＳ２３に進み、キーワード抽出部８２は、表示されている
百科事典から、キーワードを抽出する。
【００４３】
　ステップＳ２４において、表示制御部８３は、抽出されたキーワードのリストをディス
プレイである出力部５７に表示させる。ステップＳ２５において、選択部８４のキーワー
ド選択部９１は、タッチパネルである入力部５６を操作する利用者から入力された、キー
ワードの選択の指示を受け付け、表示されているキーワードのリストの中からキーワード
を選択する。
【００４４】
　ステップＳ２６において、選択部８４のコンテンツ種類選択部９２は、タッチパネルで
ある入力部５６を操作する利用者から入力された、コンテンツの種類の選択の指示を受け
付け、表示されているアイコンによって指示されたコンテンツの種類を選択する。ステッ
プＳ２７において、Ｗｅｂブラウザ機能８５の検索部９３は、選択されたコンテンツの種
類を対象に、選択されたキーワードでインターネット１２上のサイトを検索する。すなわ
ち、検索部９３は、選択されたキーワードを検索語句として、インターネット１２を介し
て、Ｗｅｂサーバ１３－１およびＷｅｂサーバ１３－２から、表示されている百科事典に
関連するコンテンツを検索する。ステップＳ２８において、Ｗｅｂブラウザ機能８５は、
Ｗｅｂサーバ１３－１またはＷｅｂサーバ１３－２から、検索されたコンテンツをダウン
ロードすることにより取得する。ステップＳ２９において、関連付け部８６は、取得した
コンテンツを選択されたキーワードを介して表示している百科事典に関連付ける。すなわ
ち、関連付け部８６は、キーワードを介して、取得したコンテンツと表示している百科事
典とを関連付ける。関連付け部８６は、関連データベース８７に、百科事典とキーワード
と取得したコンテンツとの関連付けを示すデータを格納させ、関連付けの処理は終了する
。
【００４５】
　ステップＳ２２において、入力部５６のボタンが押圧されていないと判定された場合、
これ以上の関連付けが利用者から指示されていないので、関連付けの処理は終了する。
【００４６】
　ステップＳ２０において、取得したコンテンツが百科事典でないと判定された場合、関
連付けの処理は終了する。また、ステップＳ１２において、入力部５６のボタンが押圧さ
れていないと判定された場合、関連付けが利用者から指示されていないので、関連付けの
処理は終了する。
【００４７】
　例えば、「カウルの動く城　サウンドトラック」である音楽と「万石譲」の動画とが、
「万石譲」であるキーワードを介して関連付けされた後、再度、関連付けの処理が行われ
、キーワードとして「万石譲」が選択され、コンテンツの種類として、事典が選択された
場合、Ｗｅｂブラウザ機能８５の検索部９３は、Ｗｉｋｉｐｅｄｉａ（商標）をはじめと
する百科事典のサイトにアクセスして、百科事典の項目のうち、「万石譲」の項目を検索
し、Ｗｅｂブラウザ機能８５は、「万石譲」の項目をダウンロードすることにより取得す
る。そして、図９の左側に示されるように、「万石譲」の項目がディスプレイである出力
部５７に表示される。さらに、関連付け部８６は、キーワード「万石譲」を介して、百科
事典の「万石譲」の項目と「カウルの動く城　サウンドトラック」である音楽とを関連付
ける。関連データベース８７は、キーワード「万石譲」と百科事典の「万石譲」の項目と
「カウルの動く城　サウンドトラック」である音楽との関連付けを示すデータを格納する
。このようにして、図９の右側に示されるように、ＤＭＰ１１では、「カウルの動く城　
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サウンドトラック」である音楽と百科事典の「万石譲」の項目とが、「万石譲」であるキ
ーワードを介して関連付けされることになる。
【００４８】
　図９に示される状態で入力部５６のボタンが押圧されると、キーワード抽出部８２は、
表示されている百科事典の「万石譲」の項目から、「大分駿」、「クインシー・ジョンソ
ン」、「映画音楽」、「おわり人間ギャートルズ」、「風の谷のエゾジカ」などのキーワ
ードを抽出する。そして、図１０の左側に示されるように、「大分駿」、「クインシー・
ジョンソン」、「映画音楽」、「おわり人間ギャートルズ」、「風の谷のエゾジカ」など
のキーワードのリストがディスプレイである出力部５７に表示される。そしてさらに、ス
テップＳ２５において、キーワードとして「大分駿」が選択され、ステップＳ２６におい
て、コンテンツの種類として、写真が選択された場合、Ｗｅｂブラウザ機能８５の検索部
９３は、Ｇｏｏｇｌｅ（商標）のサイトから、「大分駿」をキーワードとして、イメージ
検索する。そして、図１１の左側に示されるように、「大分駿」に関連する写真のサムネ
イルがディスプレイである出力部５７に表示される。
【００４９】
　さらに、ステップＳ２８において、Ｗｅｂブラウザ機能８５は、「大分駿」の写真をダ
ウンロードすることにより取得し、関連付け部８６は、キーワード「大分駿」を介して、
百科事典の「万石譲」の項目と「大分駿」の写真とを関連付ける。関連データベース８７
は、キーワード「大分駿」と百科事典の「万石譲」の項目と「大分駿」の写真との関連付
けを示すデータを格納する。このようにして、図１１の右側に示されるように、ＤＭＰ１
１では、「大分駿」の写真と百科事典の「万石譲」の項目とが、「大分駿」であるキーワ
ードを介して関連付けされることになる。
【００５０】
　このように、記憶しているコンテンツに関する複数の関連情報から、１つの関連情報が
選択され、選択された関連情報である選択関連情報を検索語句として、インターネットを
介して、コンテンツに関係するコンテンツである関係コンテンツが検索される。そして、
選択関連情報を介して、コンテンツと関係コンテンツとが関連付けられる。
【００５１】
　関連付けの処理が繰り返されることにより、ＤＭＰ１１において、図１２に示されるよ
うに、コンテンツが関連付けられる。すなわち、「ガブリ美術館」であるキーワードを介
して、「ガブリ美術館」の地図と百科事典の「ガブリ美術館」の項目とが関連付けられ、
「大分駿」であるキーワードを介して、百科事典の「ガブリ美術館」の項目と、百科事典
の「大分駿」の項目と、百科事典の「万石譲」の項目とが関連付けられる。また、「万石
譲」であるキーワードを介して、「カウルの動く城　サウンドトラック」である音楽と、
「万石譲」の動画と、百科事典の「万石譲」の項目とが関連付けられる。さらに、「スタ
ジオガブリ」であるキーワードを介して、百科事典の「ガブリ美術館」の項目と、百科事
典の「大分駿」の項目と、百科事典の「スタジオガブリ」の項目と、「スタジオガブリ」
の地図と、百科事典の「仙人と亀」の項目とが関連付けられる。さらにまた、「仙人と亀
」であるキーワードを介して、「仙人と亀」の動画と百科事典の「仙人と亀」の項目とが
関連付けられる。図１２に示されるキーワードに注目すると、「ガブリ美術館」、「大分
駿」、「万石譲」、「スタジオガブリ」、および「仙人と亀」であるそれぞれのキーワー
ドのうち、最も多くのコンテンツに関連付けられているキーワードは、５つのコンテンツ
に関連付けられている「スタジオガブリ」であるキーワードである。そのため、ＤＭＰ１
１の利用者が、「スタジオガブリ」であるキーワードに最も興味があるであろうと判断す
ることができる。
【００５２】
　この後、さらに関連付けの処理が繰り返されることにより、それまでに記憶されている
コンテンツを出発点として様々なコンテンツにアクセスしたり、新しい音楽などのコンテ
ンツを追加したりすることによって、それぞれのキーワードに関連付けられているコンテ
ンツの数が変わるので、キーワードに関連付けられているコンテンツの数を参照すること



(11) JP 2010-191940 A 2010.9.2

10

20

30

40

50

で、その時点での利用者の興味や関心を動的に判断することができる。
【００５３】
　次に、図１３のフローチャートを参照して、キーワードに関連付けられているコンテン
ツの数を参照する検索の処理を説明する。ステップＳ４１において、嗜好キーワード選択
部８８は、関連データベース８７に格納されている、記憶しているコンテンツと検索され
たコンテンツとの関連付けを示すデータを参照にして、関連付けられているコンテンツの
数の最も多いキーワードを選択する。ステップＳ４２において、ＧＰＳ受信処理部８９は
、ＧＰＳ受信機である入力部５６で受信した、ＧＰＳ衛星からの信号から、現在位置を求
める。ステップＳ４３において、Ｗｅｂブラウザ機能８５の検索部９３は、選択されたキ
ーワードと現在位置とを検索語句として、インターネット１２上のサイトを検索する。ス
テップＳ４４において、Ｗｅｂブラウザ機能８５は、表示制御部８３に、検索の結果の表
示を指示する。表示制御部８３は、ディスプレイである出力部５７に検索の結果を表示さ
せ、検索の処理は終了する。
【００５４】
　このように、キーワードを介したコンテンツの関連付けにより、ＤＭＰ１１は、利用者
の嗜好に合致した情報を提供することが可能となる。
【００５５】
　例えば、図１４に示されるように、仮に、「カウルの動く城」に多くのコンテンツが関
連付けられており、「カウルの動く城」が、関連付けられているコンテンツの数が最も多
いキーワードである場合、「カウルの動く城」に応じてインターネット上のコンテンツを
検索することができる。また図１３の例では、利用者の位置に関連するコンテンツが検索
される。この例の場合、利用者がフランスを訪れていることから、利用者の位置から「フ
ランス」が導かれるものとし、例えば「カウルの動く城」および「フランス」の両方に関
連するコンテンツが検索される。より具体的には、映画「カウルの動く城」の舞台が「フ
ランス」のアルザス地方であることが記述されたＷｅｂページが検索され、これがディス
プレイである出力部５７に表示される。
【００５６】
　以上のように、ＤＭＰ１１は、利用者に、旅行先などで、利用者の関心のあるキーワー
ドにゆかりの深い場所や建物に関する情報を提示することができるようになる。その結果
、利用者は、自分の嗜好によりマッチした情報を受け取ることができるようになる。
【００５７】
　ここまで、音楽を出発点とした例を示したが、ＤＭＰ１１に記憶されている写真または
動画などの他のコンテンツを出発点として、キーワードを介してコンテンツを関連付ける
こともできる。例えば、図１５の左側に示されるように、ＤＭＰ１１が写真を表示してい
る場合、ボタンが押圧されると、図１５の左側に示されるように、写真に含まれている情
報、例えば、Ｅｘｉｆ情報中の撮影機種、撮影日、撮影場所（緯度・経度）などがキーワ
ードとして表示される。ここで、利用者が撮影場所を地図上で見たい場合には、利用者は
、タッチパネルである入力部５６を操作して、撮影場所であるキーワードの部分にタッチ
し、動画の選択を指示するアイコン、地図の選択を指示するアイコン、および事典の選択
を指示するアイコンのうち、地図の選択を指示するアイコンにタッチする。これにより、
選択部８４は、撮影場所（緯度・経度）のキーワードを選択し、コンテンツの種類として
、地図を選択する。
【００５８】
　検索部９３は、撮影場所を検索語句として、インターネット１２を介して、地図を検索
する。関連付け部８６は、撮影場所であるキーワードと写真と地図とを関連付ける。その
結果、図１６の左側に示されるように、撮影場所の地図がディスプレイである出力部５７
に表示され、図１６の右側に示されるように、撮影場所であるキーワードと写真と地図と
が関連付けられることになる。
【００５９】
　さらに、キーワード抽出部８２が、表示されている地図から、地名などの情報を抽出し
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て、抽出した情報をキーワードとしてリストに表示することで、表示されたキーワードの
中から選択されたキーワードに関して、Ｗｉｋｉｐｅｄｉａ（商標）などの百科事典のサ
イトでキーワードに関する詳細な情報を表示させることができる。例えば、地図の中に「
東大寺」の文字が含まれている場合、図１７の左側に示されるように、百科事典の「東大
寺」の項目がディスプレイである出力部５７に表示され、図１７の右側に示されるように
、「東大寺」であるキーワードと地図と百科事典の「東大寺」の項目とが関連付けられる
。
【００６０】
　音楽、写真、または動画以外にも、キーワードを含むあらゆるジャンルのコンテンツを
出発点として、利用者の興味や関心のあるコンテンツを取得して、関連付けることができ
る。
【００６１】
　このように、ＤＭＰ１１に記憶されているコンテンツは利用者の嗜好に合致したもので
あり、利用者が選択したキーワードは、利用者が欲しい情報の嗜好の方向性をさらに表す
ものであるため、コンテンツの内容による嗜好性に加えて、利用者が方向付けた他のコン
テンツとの関連性により、利用者の嗜好をさらに明確にすることができる。
【００６２】
　ＤＭＰ１１に記憶されているコンテンツ間の関連付けを基に利用者の嗜好を学習するこ
とで、位置情報などの新しい入力に対して、利用者の嗜好に合致した情報を提供すること
ができる。
【００６３】
　従来は、装置内の音楽、動画、写真などのコンテンツと、利用者がインターネットを介
して検索するコンテンツとが独立であったが、本形態によれば、利用者の嗜好性が反映さ
れている、ＤＭＰ１１に記憶されているコンテンツを出発点として自動的にキーワードが
抽出されて、利用者に提示される。利用者はそれを選択することにより、文字入力などに
よって思考の流れが妨害されることなく、嗜好の方向性をより明確に示すことができる。
【００６４】
　利用者の嗜好の方向性によって形成されたコンテンツ間の関連付けを基に、利用者の興
味・関心の度合いを判定することが可能であるため、位置情報などの新しい入力に対して
、利用者にとって意義深いと予測されるコンテンツをより的確に提案することが可能とな
る。
【００６５】
　なお、ＤＭＰ１１がキーワードとコンテンツとを関連付けると説明したが、コンテンツ
を再生し、ネットワークに接続できるものであればよく、携帯電話機、デジタルオーディ
オプレーヤ、スマートフォン、ＰＤＡ、またはパーソナルコンピュータなどの情報処理装
置に適用できる。
【００６６】
　また、ステップＳ１２およびステップＳ２２において、ボタンが押圧されたか否かが判
定されたが、タッチパネルにタッチされた、ＤＭＰ１１が振られた、またはダイヤルが回
されたなど他のイベントが発生したか否かを判定するようにしてもよい。
【００６７】
　上述した一連の処理は、ハードウェアにより実行することもできるし、ソフトウエアに
より実行することもできる。
【００６８】
　なお、上述したフローチャートが示した処理は、各ステップが、記載された順序に沿っ
て時系列的に行われる処理はもちろん、必ずしも時系列的に処理されなくても、並列的あ
るいは個別に実行される処理を含むものである。例えば図１３のステップＳ４２の処理は
、適宜省略することもできる。その場合、関連付けられているコンテンツの数が最も多い
キーワードを検索語句として、ネットワーク上のコンテンツが検索される。
【実施例２】
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【００６９】
　続いて、本発明の実施例２に係るＤＭＰ１１Ａについて説明する。ＤＭＰ１１Ａは、実
施例１のＤＭＰ１１と異なり、ネットワーク上のコンテンツを検索するものではなく、Ｄ
ＭＰ１１Ａ自体の記憶領域、またはＤＭＰ１１Ａにネットワークを介さずに直接接続され
た外部記憶媒体（不図示）に記憶されている、選択されているコンテンツとは異なる種類
（音楽、動画、または静止画など）または同一種類のコンテンツを検索可能としたもので
ある。なお、ＤＭＰ１１Ａのハードウェア構成例は、図２に示す実施例１のＤＭＰ１１の
ハードウェア構成例と同一であるため、図示および説明を省略する。また、ＤＭＰ１１Ａ
のプログラムにより実現される機能の構成については、同一の機能については同一の符号
を付し、その説明を省略する。
【００７０】
　図１８は、ＤＭＰ１１Ａのプログラムが実行されることによって実現される機能の構成
例を示すブロック図である。図１８に示すように、ＤＭＰ１１Ａのプログラムが実行され
ることにより、再生制御部８１、キーワード抽出部８２、表示制御部８３Ａ、選択部８４
、関連制御部８６Ａ、関連データベース８７、検索部９３Ａ、関連付け部９５、嗜好履歴
蓄積部９６、および嗜好履歴データベース９７が実現される。
【００７１】
　関連制御部８６Ａは、コンテンツの関連付けに関する処理全般を制御するものであり、
具体的には関連付け部９５と、嗜好履歴蓄積部９６とを有する。
【００７２】
　関連付け部９５は、選択されたキーワードを介して、記憶しているコンテンツと検索さ
れたコンテンツとを関連付ける。
【００７３】
　嗜好履歴蓄積部９６は、関連付け部９５による関連付け処理がなされたキーワードのう
ち、ユーザが実際に選択した関連コンテンツのキーワードをユーザの嗜好履歴として嗜好
履歴データベース９７に記憶し、蓄積するものである。なお、嗜好履歴データベース９７
には、当該キーワード自体の情報のほか、当該キーワードにより関連付けされた回数を示
す情報が保持されている。
【００７４】
　検索部９３Ａは、関連データベース８７に関連付けされているコンテンツであって、入
力部により指定されたコンテンツに含まれるメタデータをキーワードとして、当該キーワ
ードを含む種類の異なるコンテンツまたは同一種類のコンテンツを検索する。また、検索
部９３Ａは、装置内の記憶領域、またはＤＭＰ１１Ａにネットワークを介さずに直接接続
された外部記憶媒体（不図示）に記憶されているコンテンツであって、入力部により指定
されたコンテンツに含まれるメタデータをキーワードとして、当該キーワードを含む種類
の異なるコンテンツまたは同一種類のコンテンツを検索する。
【００７５】
　次に、図１９のフローチャートを参照して、ＤＭＰ１１Ａによる関連付けの処理を説明
する。
【００７６】
　ステップＳ５１において、ＤＭＰ１１Ａは、キーワード取得トリガの発生有無を判定す
る。キーワード取得トリガが発生すると、ステップＳ５２において、ＤＭＰ１１Ａは、ユ
ーザが視聴中のコンテンツのメタデータからキーワードを抽出する。一方、ＤＭＰ１１Ａ
は、キーワード取得トリガが発生しない場合には関連付け処理を終了する（ＥＮＤ）。こ
こでいうキーワード取得トリガとは、ユーザが聴取中のコンテンツにおけるメタデータよ
り取得するが、聴取中に限らず、選択したコンテンツやコンテンツの聴取履歴に基づいて
もよい。
【００７７】
　たとえば、図２０に示すＤＭＰ１１Ａにて「カウルの動く城　サウンドトラック」とい
う音楽を視聴中に、ユーザが入力部５６からキーワード取得指示を行った場合には、図２
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０のＤＭＰ１１Ａの右側に示すように、ＤＭＰ１１Ａのキーワード抽出部８２は、当該「
カウルの動く城　サウンドトラック」のメタデータから「カウルの動く城」、「半賞千恵
子」、「万石譲」、「スタジオガブリ」という４つのキーワードを抽出する。
【００７８】
　そして、ステップＳ５３において、検索部９３Ａは、キーワード抽出部８２により抽出
された複数のキーワードから関連するコンテンツを検索するために関連データベース８７
を参照してコンテンツを検索する。更に、ステップＳ５４において、検索部９３Ａは、Ｄ
ＭＰ１１Ａの記憶領域、またはＤＭＰ１１Ａにネットワークを介さずに直接接続された外
部記憶媒体を参照し、キーワード抽出部８２により抽出された複数のキーワードをメタデ
ータとして含むコンテンツを検索する。そして、ステップＳ５５において、関連付け部９
５は、ステップＳ５４にて検索された各コンテンツのうち、ステップＳ５３において検索
されたコンテンツ以外のコンテンツ（つまり、関連データベース８７に存在しなかったコ
ンテンツ）を取得する。そして、ステップＳ５６において、関連付け部９５は、視聴中の
コンテンツから抽出された複数のキーワードそれぞれとの関連付けを関連データベース８
７に記憶する。
【００７９】
　たとえば、ステップＳ５３において、検索部９３Ａは、ステップＳ５２で抽出された４
つのキーワードから関連データベース８７を検索して、「カウルの動く城」という動画、
「上空の城ラピュタサウンドトラック」という音楽、「四鷹の森ガブリ美術館」という地
図の３つのコンテンツを取得したとする。更に、ステップＳ５４において、検索部９３Ａ
は、上記３つのコンテンツに加えて、「男たちのトマト／ＴＯＭＡＴＯサウンドトラック
」という音楽を取得したとする。すると、ステップＳ５６において、関連付け部９５は、
図２１のＤＭＰ１１Ａの右側に示すように、「万石譲」というキーワードと、「男たちの
トマト／ＴＯＭＡＴＯサウンドトラック」という音楽との関連付けを関連データベース８
７に記憶する。なお、出力部５７には、図２１の左側に示すように、ステップＳ５３にお
いて検索されたコンテンツおよびステップＳ５５において取得されたコンテンツが関連コ
ンテンツとして一覧表示される。
【００８０】
　続いて、ステップＳ５７において、関連制御部８６Ａは、出力部５７にリスト表示され
たコンテンツ一覧からユーザがあるコンテンツを選択すると、ステップＳ５８において、
当該コンテンツに関する情報が出力部５７に表示させると共に、視聴中のコンテンツと選
択されたコンテンツとを関連付けさせたキーワードをユーザの嗜好履歴として嗜好履歴デ
ータベース９７に記憶させる。なお、既に嗜好履歴データベース９７に当該キーワードが
登録されている場合には、当該キーワードの参照回数を「１」加算する。イ一方、ステッ
プＳ５７にいて、関連制御部８６Ａは、出力部５７にリスト表示されたコンテンツ一覧か
らユーザがあるコンテンツを選択する以外の処理があると、関連付け処理を終了する（Ｅ
ＮＤ）。
【００８１】
　たとえば、ユーザが図２１のＤＭＰ１１Ａに示す画面において入力部５６を介して「男
たちのトマト／ＴＯＭＡＴＯサウンドトラック」という音楽を選択すると、図２２のＤＭ
Ｐ１１Ａに示す画面に示すように出力部５７には、「男たちのトマト／ＴＯＭＡＴＯサウ
ンドトラック」に収録されているサウンドトラック一覧が表示される。そして、図２２の
ＤＭＰ１１Ａの右側に示すように、「男たちのトマト／ＴＯＭＡＴＯサウンドトラック」
という音楽と、「カウルの動く城サウンドトラック」という音楽を関連付けていたキーワ
ードである「万石譲」をユーザの嗜好履歴として嗜好履歴データベース９７に記憶される
。
【００８２】
　更に、図１９のステップＳ５８の処理以降において、キーワード取得トリガが発生する
と、ステップＳ５２に処理を移行し、選択されている状態となっているコンテンツのメタ
データからキーワードを抽出する。そして、ステップＳ５２～ステップＳ５７の処理を繰
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り返す。
【００８３】
　たとえば、図２２のＤＭＰ１１Ａに示す画面において、ユーザが入力部５６を介して「
男たちのトマト／ＴＯＭＡＴＯサウンドトラック」という音楽についてのキーワード取得
トリガを発生させると、「男たちのトマト／ＴＯＭＡＴＯサウンドトラック」という音楽
のメタデータである「万石譲」と「トマト」というキーワードが抽出され、関連データベ
ース８７内に当該キーワードに関連付けられたコンテンツおよび自装置内の記憶領域に記
憶されている当該キーワードをメタデータとして有するコンテンツを検索し、これらのコ
ンテンツの一覧を出力部５７に表示させる。すなわち、図２３のＤＭＰ１１Ａに示すよう
に、「万石譲」と「トマト」というキーワードに関連するコンテンツとして、「カウルの
動く城」という動画、「カウルの動く城　サウンドトラック」という音楽、「上空の城ラ
ピュタサウンドトラック」という音楽、「男たちのトマト／ＴＯＭＡＴＯサウンドトラッ
ク」という音楽、「トマトミュージアム００１」という写真、「トマトミュージアム００
２」という写真、「宇宙戦艦トマト」という動画が関連コンテンツ一覧として表示される
。なお、図２２のＤＭＰ１１Ａの右側に示すように、「トマトミュージアム００１」とい
う写真、「トマトミュージアム００２」という写真、「宇宙戦艦トマト」という動画それ
ぞれについて、「トマト」というキーワードとの関連付けが関連データベース８７に記憶
される。
【００８４】
　更に、図２３のＤＭＰ１１Ａに示す画面において、入力部５６を介して「カウルの動く
城」という動画を選択すると、図２４のＤＭＰ１１Ａに示すように、「カウルの動く城」
の再生が可能となる画面が表示される。この図２４のＤＭＰ１１Ａに示す画面において、
ユーザが入力部５６を介して「カウルの動く城」という動画についてのキーワード取得ト
リガを発生させると、当該コンテンツのメタデータに含まれる「２００４」というキーワ
ードを取得し、図２４のＤＭＰ１１Ａの右側に示すように関連データベース８７内におい
て、「カウルの動く城」という動画と「２００４」というキーワードとの関連付けが行わ
れる。そして、図２４のＤＭＰ１１Ａに示す画面においてユーザが入力部５６を介して、
「カウルの動く城」という動画についての関連コンテンツ取得トリガを発生させると、関
連データベース８７、自装置内の記憶領域、またはＤＭＰ１１Ａにネットワークを介さず
に直接接続された外部記憶媒体を参照して、他のコンテンツを検索する。その検索結果で
ある、「ＲＡＤＡ０００３.ＷＭＡ」という音楽ファイルと、「ＲＡＤＡ０００４.ＷＭＡ
」という音楽ファイルと、「１０４４０９１９」という写真フォルダと、「１０５４１０
２１」という写真フォルダが見つかり、これらが「２００４」のキーワードと関連データ
ベース８７内において関連付けられると共に、図２５のＤＭＰ１１Ａに示すように、「カ
ウルの動く城」の関連コンテンツ一覧画面が表示される。
【００８５】
　なお、上記のフローチャートの処理において、リスト表示されたコンテンツ一覧からユ
ーザがあるコンテンツを選択した場合に、当該コンテンツの再生を開始するようにしても
よい。
【００８６】
　また、抽出されたキーワードが３以上抽出された場合には、嗜好履歴データベース９７
内に記憶されている各キーワードの参照回数を比較して、数値が大きいキーワードに限定
して関連コンテンツを検索するようにしてもよい（たとえば、参照回数が多い上位３つの
キーワードなど）。これにより、参照回数の数値が大きいキーワードほどユーザの嗜好性
の高いキーワードであると判断できるため、よりユーザの嗜好に合わせた検索処理が可能
となる。
【００８７】
　以上に説明した、本発明の実施例は、上述した各実施例に限定されるものではなく、本
発明の要旨を逸脱しない範囲において種々の変更が可能である。たとえば、上記実施例１
においては、インターネット１２を介してコンテンツを検索したが、イントラネットやホ
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【符号の説明】
【００８８】
　１１および１１Ａ…ＤＭＰ、１２…インターネット、１３－１および１３－２…Ｗｅｂ
サーバ、５１…ＣＰＵ、５２…ＲＯＭ、５３…ＲＡＭ、５６…入力部、５７…出力部、５
８…記憶部、５９…通信部、６１…リムーバブルメディア、８１…再生制御部、８２…キ
ーワード抽出部、８３…表示制御部、８４…選択部、８５…Ｗｅｂブラウザ機能、８６お
よび９５…関連付け部、８６Ａ・・・関連制御部、８７…関連データベース、８８…嗜好
キーワード選択部、８９…ＧＰＳ受信処理部、９１…キーワード選択部、９２…コンテン
ツ種類選択部、９３および９３Ａ…検索部、９６・・・嗜好履歴蓄積部、９７・・・嗜好
履歴データベース
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